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永 盛 小 学 校 だ よ り 文責：校長 遠藤寿美子

永遠の杜 （とわのもり）

夢・友情・努力
創立４７年

１月も、終盤を迎えました。修了・卒業までの授業日数は、
３８日です。学校では、当該学年で学ぶべき学習内容の習得・
活用に向けた学習指導の充実に努力をしています。

また、委員会活動や係活動を通して、リーダーを育てるため
の指導を継続しています。一人一人が役割を持ち、相手の立場
を理解し、協力し合って仕事が出来る心の豊かさを育てたいと
思います。自分の主張だけを通そうとぜず、友達の意見を聴い
て受け入れてあげる優しさが、リーダーの条件になります。

多くの場でリーダーが育つように指導を重ねていきます。

２４日に配付した保健 便りは、ご覧になりま
したか。裏面内容を要約し、再度掲載します。
◎眼科医の先生から

液晶画面からのブル ーライトは、網膜にも
影響します。眠る前に 楽しいことに触れすぎ
ると、交感神経と副交 感神経のバランスが崩
れ、興奮して眠れなくなります。
◎歯科医の先生から

４年生以上に、１０ 時・１１時まで起きて
いる児童が多くいます 。その間に甘い物を飲
食することもあり、む し歯が改善されないの
ではないでしょうか。重症化もしています。

子どもの頃から、健康な生活習慣や生活リ
ズムの確立を促していきたいですね。

先週１７日に、６年生が安積中学校と小原田中学校に出向き、
体験入学をしました。不安を軽減したり、進学に向けてよりよい心構えを持ったりするこ
とができるように、授業参観を行い生徒の学びの様子を自分の目で真剣に確認しました。

生徒代表からは、年間の学校生活に関する情報提供がありました。疑問点を積極的に質
問することもできました。部活見学では、先輩の逞しい取り組みに圧倒されていました。

両校の校長先生からは、次のようなメッセージをいただきました。
◎『卒業までの２ヶ月間、自主性を大切に困難にぶつかっても諦めず、根気強くへこたれ

ないたくましさを身に付けてしっかり学んでほしい』（安積中学校長鈴木康雄先生より）
◎『全ての行動は、自分からです。主体的・積極的な生活に繋がるように、「受け身の

生活から自分で」という心構えを持ってほしい』（小原田中学校長佐藤祐也先生より）
□卒業までの授業日数は、わずか３８日です。自分から進んで６年間の総仕上げができる

よう、学習に運動に積極的に取り組む指導を充実させて参ります。

年輪がくっきりと浮かび
生命力が窺えます。

手に触れて偉大さを実
感してください。
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